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1　はじめに

　福島県におけるニホンナシは、モモやリンゴと並ぶ

主要品目であり、中通りや浜通りを中心に広く栽培さ

れている。農林水産統計によると、2023 年における

本県のナシ結果樹面積は約 778haで国内第3位となっ

ている。しかし、主力品種である「幸水」は栽培品種

の中でもニホンナシ黒星病 (Venturia nashicola Tanaka 
et Yamamoto 以下、黒星病 ) に対する感受性が特に高

く 11)、年により黒星病の被害が大きな減収要因となっ

ている。例えば、2020 年は福島県病害虫防除所の「幸

水」予察ほ場 27 地点中約 8割のほ場で黒星病が発生し、

同年の出荷量が前年比 67.6%( 全農福島調べ ) と大き

く減少した大きな要因と考えられている。　　

　黒星病の対策は薬剤への依存度が高く、防除に多大

な経費と労力がかかるとともに薬剤耐性菌の出現、生

態系への影響など複数の問題が発生している。薬剤に

頼らない対策としては、ナシ黒星病抵抗性品種の育成

が考えられ、農林水産省果樹試験場 (現農研機構果樹

茶業研究部門 ) では育種母本を選定するためにニホ

ンナシ、チュウゴクナシ、セイヨウナシについて、黒

星病分生胞子懸濁液の噴霧接種による黒星病抵抗性の

種・品種間差異を調査している1)。また、ニホンナシ「巾

着」由来の黒星病抵抗性遺伝子の DNA マーカーが開発

されている 3)。

　当研究所でもこのように防除が困難な黒星病対策と

して、2005 年からニホンナシの黒星病抵抗性育種を

開始し、これまでに黒星病抵抗性品種であるニホンナ

シ「巾着」、チュウゴクナシ「紅梨」、セイヨウナシ「ラ・

フランス」の後代から、「巾着」、「紅梨」由来の黒星

病抵抗性遺伝子を有する個体を選抜している 6)7)。

　本研究では、ほ場抵抗性（耐病性）を有する系統の

後代実生に 2020 ～ 2022 年の 3ヵ年にわたり黒星病分

生子の接種試験を行い、3 ヵ年反復処理したなかから

3 年とも軽症と判断された 2 系統を黒星病耐病性個体

として選抜した。

2　試験方法

　（1）材料

　福島県農業総合センター果樹研究所が育成したほ場

抵抗性を有すると考えられる「ナシ福島 7 号」8) を花

粉親とし、同じく当研究所育成系統である「20-1」(「幸

水」×「筑水」) を種子親として交雑を行った後代実

生 42 系統を用い、ニホンナシ黒星病の接種試験を実

施した。

　（2）方法

　当研究所育種ほ場で採取した黒星病罹病葉及び果実

の分生子を胞子懸濁液(約 1.0× 105 個 /ml)に調整し、

10 枚程度展葉している後代実生苗の先端部にある未

展葉を含む 5 枚の葉に 3ml/ 個ずつ噴霧接種後、湿ら

せたビニール袋を被せて 20℃、湿度 100% の状態で 48

時間保ち、その後自然条件下に移して、接種 4週間後

の発病程度を軽症、壊死斑、胞子形成の三段階に分け

て判定した 8)( 図 1)。なお、病徴の調査は接種した 5

枚の葉すべてについて発病を調査し、一番病徴が重い

葉の状態を当該個体の発病程度とした。

3　試験結果及び考察

　幼葉での噴霧接種試験の結果、2020 年は感受性（胞

子形成あり）：耐病性（胞子形成なし黒変壊死斑個体

+病斑なし退緑斑軽度個体、以下同）の割合が 16：25、

2021 年は 33：8、2022 年は 4：35 であり、年次変動

が大きかった ( 表 1)。このことから、確実な耐病性

を有する個体を選抜するため、3 年間とも病斑なし、

退緑斑軽度であった 2個体を黒星病耐病性個体として

選抜した (図 2)。

　本試験の交雑実生の花粉親として供試した「ナシ福

島 7号」は、果実に黒星病接種したところ小さな黒点

状の病徴が多くみられ、感受性品種とは異なる病斑組

織の反応を示した。また、新梢葉に接種試験を行った

結果、胞子形成は認められたものの、病斑の広がりは

みられないことから「ナシ福島 7号」は黒星病ほ場抵

抗性を有していると推察されており 8)、今回選抜した

「ナシ福島 7 号」の後代実生 2 個体も同様に黒星病ほ

場抵抗性を有していると考えられる。

　黒星病抵抗性育種においては病原性の異なる新たな

系統 (レース )の出現による抵抗性崩壊に対応するこ

とが不可欠である 2)。稲いもち病ではレース分化によ

る真性抵抗性崩壊対策としてほ場抵抗性が非常に有用

であるとされている 12)。

　これまで、黒星病ほ場抵抗性品種としては、「南水」

とその後代の「サザンスイート」が報告されている

が、抵抗性に関する遺伝子については未解明である
4)5)。一方、近年はニホンナシ「巾着」以外にチュウ

ゴクナシ「紅梨」10)、セイヨウナシ「ラ・フランス」9)

由来の黒星病抵抗性遺伝子 DNA マーカーも開発されて
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図１ 病斑の発病程度

図２ 黒星病耐病性個体として選抜した接種後の葉

表 １ 黒星病接種試験結果

処理年 調査

個体数 軽度 壊死斑 胞子形成

2020 42 24 1 16 1
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2022 42 27 8 4 3

処理４週間後の発病程度別種個体数 接種部
枯死
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せながら、効率的な黒星病複合抵抗性品種育成を目指

していく。
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